
 

千葉県飲酒運転の根絶を実現するための条例の 

一部を改正する条例（案） 

〔条ずれを除く改正条項のみ抜粋〕 

 

 

 （目的） ※改正 

第一条 この条例は、飲酒運転の根絶に関し、県、県民、事業者等の責務等を明らかにす

るとともに、施策の基本的な事項を定めることにより、飲酒運転の根絶を図るための施

策を総合的に推進し、もって飲酒運転のない、県民の誰もが安心して暮らすことができ

る地域社会の実現に寄与することを目的とする。 

 

 （定義） ※改正 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

 一 ～ 七 （略） 

 八 違反者 飲酒運転を行い、道路交通法第百十七条の二第一号又は第百十七条の二の

二第三号に規定する状態にあったものとして検挙された者をいう。 

 

第三条 ～ 第十二条 （略） 

 

 （事業者に対する措置） ※新設 

第十三条 知事は、事業者に対し、その従業員が違反者となった場合（当該違反が通勤（労

働者災害補償保険法（昭和二十二年法律第五十号）第七条第二項、国家公務員災害補償

法（昭和二十六年法律第百九十一号）第一条の二及び地方公務員災害補償法（昭和四十

二年法律第百二十一号）第二条第二項に規定する通勤をいう。）の途上の運転に係るもの

である場合に限る。）には、当該違反の内容を通知することができる。 

２ 前項の規定による通知を受けた事業者は、第六条第一項及び第二項に規定する措置を

講じなければならない。 

 



ｆ （飲食店営業者に対する措置） ※新設 

第十四条 知事は、飲食店営業者が違反者に対し当該違反に係る酒類を提供した場合にお

いては、規則で定めるところにより、当該飲食店営業者に対しその旨を通知するものと

する。 

２ 前項の規定による通知を受けた飲食店営業者は、第七条第一項及び第二項に規定する

措置を講じなければならない。 

３ 知事は、第一項の規定による通知を受けた飲食店営業者が、第七条第一項及び第二項

に規定する措置を講じていないもの（当該措置が講じられていることが確認できない場

合を含む。）と認められる場合として規則で定める場合に該当すると認めるときは、当該

飲食店営業者に対し、規則で定めるところにより、客の飲酒運転を防止するために必要

な指示をすることができる。 

４ 知事は、前項の規定による指示を受けた飲食店営業者が、正当な理由がなく、その指

示に従わなかったときは、規則で定めるところにより、その旨を公表することができる。 

５ 知事は、前項の規定による公表をしようとするときは、規則で定めるところにより、

あらかじめ、対象となる飲食店営業者に意見を述べる機会を与えなければならない。 

６ 知事は、第三項の規定による指示を受けた飲食店営業者が、正当な理由がなく、その

指示に従わなかったときは、規則で定めるところにより、当該飲食店営業者に対し、期

間を定めて、その指示に係る書面の掲示を命ずることができる。 

 

 （立入調査等） ※新設 

第十五条 知事は、前条の規定の施行に必要な限度において、同条第一項の規定による通

知を受けた飲食店営業者に対し、客の飲酒運転を防止するために必要な措置に関し、必

要な報告若しくは資料の提出を求め、又は当該職員に、当該飲食店営業者が営む飲食店

その他必要な場所に立ち入り、客の飲酒運転を防止するために必要な措置の実施状況に

関し必要な調査若しくは質問をさせることができる。 

２ 前項の規定により立入調査をする当該職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係

者の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

３ 第一項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈して

はならない。 

 



 （知事及び公安委員会の相互協力） ※新設 

第十六条 公安委員会は、知事が第十三条から前条までの規定に基づく事務を遂行する上

で必要となる違反者に関する情報の提供その他の協力を行うものとし、知事は、当該事

務の遂行の状況に関する情報を公安委員会に提供するものとする。 

 

第十七条 ～ 第十九条（現行条例 第十三条 ～ 第十五条） （略） 

 

 （千葉県飲酒運転根絶連絡協議会） ※改正 

第二十条 県は、県の執行機関、関係団体その他の関係者により構成される千葉県飲酒運

転根絶連絡協議会（以下「連絡協議会」という。）を置く。 

２ 連絡協議会は、飲酒運転根絶計画の策定並びに飲酒運転の根絶を図るための施策の実

施に関し必要な協議及び調整を行うものとする。 

３ 前二項に定めるもののほか、連絡協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、知事が

定める。 

 

 （飲酒運転根絶計画） ※新設 

第二十一条 前条第二項に規定する飲酒運転根絶計画には、次の各号に掲げる事項を定め

るものとする。 

 一 飲酒運転の根絶に関する教育、知識の普及、啓発、意識の高揚等に関する事項 

 二 飲酒運転の根絶を推進する体制に関する事項 

 三 その他飲酒運転の根絶に関し必要な事項 

２ 知事は、前項の飲酒運転根絶計画が策定され、又は変更されたときは、これを公表す

るものとする。 

 

第二十二条 ～ 第二十三条 （現行条例 第十七条 ～ 第十八条） （略） 

 

 （委任） ※新設 

第二十四条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、知事又

は公安委員会の規則で定める。 

 



 （罰則） ※新設 

第二十五条 第十四条第六項の規定による命令に違反した者は、五万円以下の過料に処す

る。 

 

   附 則（令和四年 月 日条例第 号） 

 この条例は、令和五年六月二十八日から施行する。 


